第24回「あすなろ夢建築」大阪府公共建築設計コンクール

総評　審査委員長　大坪　明（武庫川女子大学生活環境学部生活環境学科教授）
　本年度も、昨年とほぼ同数の200点近いご応募をいただき、本コンクールが定着してきたという手応えを感じています。工業高校の部、専修学校等の部の其々で、十分に検討が加えられた作品があり、単にデザインだけでなく使い勝手や維持管理面の現実に配慮をした提案をご提示していただいたことは、「現実に使われるものとしての建築」と向き合う姿勢が感じられます。しかしまた、若者らしい冒険心に満ちた作品が若干少なかった点に、寂しさも感じています。また、昨年も申し上げたことですが、建築が置かれる周囲の状況をあまり考慮せず、敷地の中だけで案を考えたのであろうと思える作品も少なからずあったことは、残念でなりません。建築は、場所の特性に応じて考えられるべきものであり、その敷地と周囲の状況を十分に理解し、それを手がかりにした案づくりを、ぜひ心がけていただきたいと思います。

　最後になりますが、本紙面を拝借して、入賞された皆様へのお祝いと、このコンクールに作品を提出された皆様、そしてそのご指導に当たられた先生方のご努力に対する御礼を申し上げる次第でございます。
安岡 三四郎 作品（グランプリ）
北西に広場、南西にデッキやテラスを配置することにより、集会所と団地内動線、保育園との関係を十分に考慮した配置計画に優れた作品である。各室の配置もシンプルで使いやすい動線となっており、非常に機能的な計画である。

集会室奥へのハイサイドライトからの自然採光や西陽対策のパーゴラの設置等環境面にも配慮されている。

加えて、設計主旨を詳細に示した質の高いプレゼンテーションにも感心する。

プランに無駄がなく実現可能性が一番高い計画案となっている。
岩城 和史 作品（準グランプリ）
北西と南西にオープンスペースをうまく配置し、開放的な計画としながらも、コンパクトにまとめている。集会室前のパーゴラにより遊歩道へのつながりが生まれるよう配慮がされている。

グランプリに準じる良作であるが、団地内の南北主動線に対する集会室内でのアクティビティーの表出の仕方が弱いものとなっている。
岩本 由香 作品（優秀作品賞）
シンプルな配置とデザインでうまくまとまった計画となっている。集会室や和室と屋外での活動をゆるやかにつなぐウッドデッキや縁側の提案により各室と外のつながりが表現できている。屋根に沿った勾配天井を設けるなどデザイン面での若者らしい大胆さが欲しい。
陳 君賢 作品（優秀作品賞）
南側に設けられた広場に設置されたＲ形状のベンチやひな壇は、居住者の屋外での出会いや交流を育む装置として興味深い。また、配置計画全体として、少し古墳を連想させるしつらえとなっているようにも思える。団地内の主動線及び保育園の存在を意識した計画及び西陽対策の配慮が課題である。
中澤 信二 作品（佳作）
中庭を囲む回廊式プランは独創的かつ施設全体にまとまりを与えている。玄関を入って目の前に広がる中庭が、季節感と自然の潤いを感じさせるものである。しかし、実際の維持管理やコスト面に少し課題がある。
中島 智子 作品（佳作）
近くにある竹之内街道や東高野街道の歴史的町並みを鑑み、和風建築に取り組んだ意欲的な作品である。パーゴラと伝統的瓦屋根との意匠上の整合性や、建築コスト面への配慮が欲しい。
日渡 一馬・土井 真琴 作品（佳作）
随所に配置された坪庭により、平面に巧みに外部空間を織り交ぜて室内に光を取り込んでいる。玄関正面の樹木がアイストップとなる演出も良い。その反面で外壁面積が多くなり、コスト面での課題がある。
山根 志織 作品（奨励賞）
屋上から壁面を被う緑による優しいファサードを評価した。また、集会室にライブラリーを設けるなど独自提案を試みている。ただし、住民によるメンテナンスに対する配慮が必要である。
VEZHNOVETS ALEXANDRA 作品（奨励賞）
屋根の形状やアプローチの高低差が工夫されている斬新な案。実現性はともかく、積極的に独創的なアイディアを提案したチャレンジ精神を評価した。しかし、プランや配置に関しては諸条件を十分に吟味してほしい。
